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研究成果の概要（和文）：　本研究では、社会的場面でいかに自己を主張できるか、抑制できるかにかかわる能
力である社会的自己制御に着目し、青年前期における発達的変化、および集団内で発揮される自己制御機能につ
いて検討を行った。分析の結果、(1)中学1～3年にかけて自己主張や自己抑制は直線的に上昇し、とりわけ環境
移行期である中学1年時は親や教師との温かい関りが自己制御能力の促進に重要であること、(2)親，地域住民，
教師との相互作用が子どもの自己抑制に対し相乗的にポジティブな影響を与えること、(3)感情読み取り能力や
自己制御の集団平均値がともに高いグループほど、集団パフォーマンスも満足度も高いこと、が明らかになっ
た。

研究成果の概要（英文）：In this research, we studied the developmental changes in the early 
adolescent years and the self-regulating function working within the group, focusing on social 
self-regulation, which is the ability to assert and inhibit self in social situations. As results of
 studies and analyses, (1) self-assertion and self-inhibition increased linearly over 1 to 3 years 
of junior high school, especially during the first year of junior high school, which is the 
environmental transition period; Warm relationships with parents and teachers promoted 
self-inhibition, (2) the interaction with parents, local residents, and teachers had a synergistic 
positive influence on child's self-inhibition ability, (3) the high group value of emotion reading 
ability and social self-regulation contributed the collective performance and the satisfaction.

研究分野： 社会心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 近年、セルフ・コントロール（Moffitt et al., 
2011）、やり抜く力（Duckworth, 2016）、非認
知能力（Heckman, 2013）など、自分の行動を
適切に制御できるか否かにかかわる能力で
ある自己制御概念に注目が集まっている。自
己制御は、学校・職場での適応的行動、食行
動や体重管理、対人関係、心身の健康といっ
た幅広い適応指標と関連があるだけでなく
（de Ridder et al., 2012）、幼少期の自己制御の
高さが、10 年後の学力や問題行動、40 年後
の脳機能を予測するなど長期的な影響も報
告されている（Casey et al., 2011）。 
自己制御には、ダイエット場面のように個

人の目標に向けて自己の行動を制御すると
いった個人的場面における自己制御と、他者
や集団の中で適切に自己を主張したり、抑制
したりする社会的場面における自己制御が
存在する。従来の研究では、これら 2 種類の
自己制御を弁別せずに検討しているものが
多いが、青年期においては両自己制御能力が
弁別可能であること、個人的場面での自己制
御は衝動的購買行動や摂食障害傾向など個
人的場面での問題行動と、社会的場面におけ
る自己制御は非行や社会的迷惑行為といっ
た社会的場面での問題行動との結びつきが
強いことが報告されている（原田他, 2010）。 
これまでの研究の問題点として、一つは、

欧米人を対象とした研究では縦断データを
もとに自己制御の発達軌跡が検討されてい
るものの、日本人の青年期を対象とした縦断
データに基づく検討がなされていないこと
が挙げられる。もう一つは、先行研究の多く
は個々人の認知や行動を対象とした研究の
みで、集団の中で個々人の自己制御能力がど
のように発現し、集団パフォーマンスに結び
つくのかといった、集団のダイナミクスを考
慮した検討がなされていないことが指摘で
きる。 
  
２．研究の目的 
 
 本研究では、他者が関わる社会的場面での
自己制御として自己主張と自己抑制から成
る社会的自己制御に着目し、青年前期におけ
る発達的変化、および集団内で発揮される自
己制御について検討を行うことを目的とし
た。具体的には、１）中学生を対象に 3 年間
の縦断データを収集し、社会的場面における
自己制御の発達的変化の検討、および、親・
教師・友人・地域住民といった子どもの社会
化の担い手間の相乗的・補完的影響を検討し
た。また、２）メンバーの自己制御能力およ
び他者の社会的感受性（他者の感情を読み取
る能力）が高いグループは、小集団活動時の
目標共有や役割分化の時期を早めることに
よって、結果として集団パフォーマンスを促
進するといった仮説を検討した。 
 

３．研究の方法 
 
(1) 社会的場面における自己制御の発達的変

化の検討 
 縦断データを収集するため、公立中学校に
通う中学生を対象に、2014 年 1 月、2015 年 1
月、2016 年 1 月の 3 回にわたり、同一対象者
に質問紙調査を実施した。質問紙は以下の尺
度で構成された。(a) 親との関わり：受容と
統制からなる養育認知尺度 (姜・酒井, 2006) 
を用いた (5 件法)。 (b) 友人との関わり：友
人関係機能尺度 (丹野, 2008) を用いた (5 件
法)。(c) 教師との関わり：配慮，厳しさ，指
導，接近からなる教師のリーダーシップ尺度 
(三隅・矢守, 1989) を用いた (5 件法)。 (d) 地
域住民との関わり：非公式社会的統制と社会
的凝集性・信頼から成る集合的有能感尺度
（吉澤他, 2009）を用いた。(e) 社会的自己制
御：自己主張，持続的対処・根気，感情・欲
求抑制からなる原田他（2008）の尺度を用い
た。 
 
(2) 集団内で発揮される自己制御の検討 
 実験内容の改良を兼ねて、複数回集団実験
を行った。いずれも大学生を対象に、5～7 名
からなる小集団を形成した上で、合意形成課
題（e.g., NASA 課題（柳原，1982））を解いて
もらった。 
実験は，(ⅰ) 個人で順位付けするフェイズ，

(ⅱ) 集団で合意形成を行うフェイズ，(ⅲ) 質
問紙の回答を行うフェイズ，で構成されてい
た。(ⅱ) の結果をもとに，集団の課題得点と
して，グループ得点と正解とのズレを算出し
た（得点低いほど成績が良い）。 
質問紙のフェイズでは、相互作用行動とし

て，(a)目標共有，(b) 役割分化，(c) 話し合い
の明確さ，(d)一体感，各々の生起時期を尋ね
た。これらの項目は、ビジュアルアナログス
ケールを用い，話し合い終了を 100%として
数値を変換した。また，(e) 満足度を 8 件法
で尋ねた。さらに、社会的自己制御（原田他, 
2008）と、Reading the Mind in the Eyes Test ア
ジア版（Adams et al., 2009; 吉川左紀子氏・野
村光江氏により作成されたもので、36 枚から
成る目周辺の写真を提示して、そこから感情
を適切に読み取れる程度を測定する）を用い
て社会的感受性を測定した。 
 
４．研究成果 
(1) 社会的場面における自己制御の発達的変

化の検討 
 社会的自己制御の発達軌跡を検討するため、
下位因子ごとに潜在曲線モデルを実施した。
自己主張，持続的対処・根気，感情・欲求抑
制のいずれも傾きの平均が有意であり、中学
1 年から 3 年にかけて直線的に上昇すること
が確認された。また、持続的対処・根気につ
いては，傾きの分散も有意であり，測定時点
間の変化量にも個人差があることが確認さ
れた。 



また、親・友人・教師との関わりが社会的
自己制御の発達軌跡に及ぼす影響を検討す
るため，条件付き潜在曲線モデルを実施した。
自己主張については，親の受容や統制といっ
た養育態度が切片に正の影響を及ぼしてい
た。一方，持続的対処・根気，感情・欲求抑
制といった自己抑制的側面については，教師
の配慮ある関わりや友人関係から切片への
正の影響が共通して確認された。また，感
情・欲求抑制については，有意傾向ではある
が，教師の厳しさから傾きに対して負の影響
が確認された。当該結果は，横断データをも
とにした結果 (原田他, 2014) とは異なる結
果であり，縦断データをもとにした分析の重
要性が確認されたといえる。なお、中学 1 年
時は、小学校から中学校への移行期で問題行
動が顕在化しやすい時期でもある（中 1 ギャ
ップ）。そのため、生徒の気持ちを理解した
り、相談に応じたりする等、親が果たす役割
と類似する働きかけが大切になり、結果とし
て、1 年時における親や教師の温かい関わり
から自己抑制への正の影響が確認された可
能性が考えられる。言い換えると、中１ギャ
ップの背景にある環境移行時のストレスへ
の適応や対人葛藤の解決を促す自己抑制能
力を高めるために、教師による子どもへの配
慮が有効である可能性が示唆される。 
 さらに、子どもの自己制御と社会化の担い
手との双方向的影響を同時に検討するため、
交差遅延効果モデルを実施した。その結果、
持続的対処・根気において、友人との双方向
的影響が確認された。 
 社会化の担い手間の相乗的・補完的影響を
検討したところ、持続的対処・根気において
は、親と教師の単独の効果に加えて、親×地
域住民の相乗的影響が確認された。感情・欲
求抑制においては、親の単独の効果に加えて、
親×教師の相乗的影響が確認された。これら
の結果は、社会化の担い手（親・教師・地域
住民）が一貫した指導を行うことが自己制御
の促進にとって有効である可能性を示唆す
る。なお、親から肯定的な影響を受けられな
くとも、教師や地域住民から肯定的な影響を
受ければ子どもの社会化は促進されるとい
った相補的影響の存在については、本研究で
は確認できなかったものの、それは全体的傾
向として分析したためであり、一つ一つのケ
ースを詳細に分析することによって相補的
影響の存在も確認できる可能性はあり得る
と考えられる。 
 
(2) 集団内で発揮される自己制御の検討 
 大学生を対象に、5，6 名のメンバーから構
成される小集団パフォーマンスに対して、メ
ンバーの社会的感受性（他者の感情を読み取
る能力）や自己制御がどのようにかかわって
いるのかを検討したところ、社会的感受性や
自己制御の集団平均値がともに高いグルー
プほど、集団パフォーマンスも満足度も高い
といった結果が示された。自己制御と社会的

感受性の偏りは、「場を読めない行動制御」
や「場を読めるが行動制御の実行欠如」につ
ながるがゆえに、集団パフォーマンスが低下
する可能性が示唆された。また、社会的感受
性や自己制御の集団平均値は，役割分化や目
標共有の時期を早めることで優れた集団パ
フォーマンスに繋がるといった，媒介変数に
関する検討も行ったが，役割分化や目標共有
の早さは媒介しておらず，媒介変数の特定に
は至らなかった。媒介変数については明らか
にならなかったものの，日本においてもメン
バーの社会性が集団パフォーマンスと関連
することを示した点，またメンバーの社会的
感受性だけでなく自己制御もともに集団パ
フォーマンスと関連していることを示した
点は，今後の集団研究において重要な意味を
持つと考えられる。 
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